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論文の内容の要旨
　熱帯太平洋のENS○（エル・二一ニョ／南方振動）とアジアモンスーンの変動は，ひとつの大気・海洋・陸面相
互作用系として密接に結合して変動していることが，近年の多くの研究で指摘されてきた。しかし，このふたつ
のシステムの相互作用については，モンスーンがENSOに能動的に作用しているという結果と，ENSOがモンスー
ンに能動的に作用しているという結果の両方があり，しかも，これらの関係がモンスーン変動の指標の取り方に
依っているという問題と矛盾が存在していた。本研究は，これらの問題と矛盾を解放しつつ，ENS○／モンスーン
結合系の年々変動の実態とその機構を，全球的なデータの詳細な解析による解明を行った。
　まず1979年から1997年までの二つの夏季モンスーンインデックス（広域東西風の鉛直シアーとインド降水量）
とENS○インデックス（南方振動指数と熱帯太平洋海面水温）のラグ相関解析から，ふたつのインデックスの相
関が，これまでいわれていた北半球春ではなく，夏季の申頃で顕著に変化することがわかった。この相関の変化
にもとづき，夏季モンスーン期を，モンスーン前期（6月）と中後期（7－9月）に分け，それぞれのインデッ
クスとENSOの関係を再解析した結果，いずれのインデックスも，前年冬を中心とするENS○の状態はモンスー
ン前期まで強く影響していること，中後期のモンスーンの状態は引き続く冬の酬S○の状態と強く関係している
ことが示された。すなわち，ENSO／モンスーン結合系の振動は，夏季アジアモンスーンの前期と中後期の間を
ノードとしてその偏差を変化させるという特性のあることが示された。二つのインデックスにおける矛盾は，ひ
とつ（風の鉛直シアー）は前期にそ9）分散がより大きいこと，もうひとつ（降水量）は中後期にその分散がより
大きいために現れることも明らかとなった。
　このようなENSO／モンスーン結合系の振動は，熱帯太平洋域における東部と西部の大気海洋相互作用の特性
が異なることがひとつの原因であることも示された。すなわち，東部では北半球の春に海水温偏差が解消される
のに対し，西部の暖水域では，冬から夏の初めまで偏差が持続するが，夏季モンスーンの開始とともに急激に解
消され，モンスーンの後半から再び新たな偏差が生成されていくという特性を示している。この海水温偏差の変
動がアジアモンスーン域と西部熱帯太平洋上の対流活動を規定していることも同時に示された。
　さらに全球の大気循環の変動をモンスーンインデックスと関係させて解析した結果，モンスーン前期インデッ
クスは，前の冬の北太平洋から北米大陸でのPNAパターンとユーラシア大陸上のEUパターンと高い相関を持ち，
一765一
ユーラシア大陸上の大気循環の偏差が積雪面積偏差など通して前期モンスーンに影響を与えている可能性が示唆
された。また，中後期においては，特にモンスーン末期の9月に，季節内変動に伴うモンスーン西風偏差が西部
熱帯太平洋で大きく，この西風偏差が大気海洋相互作用を通して，ENSO／モンスーン系の新たな偏差状態をつく
り出す可能性が強く示唆された。このような相互作用の特性変化には，モンスーンの季節変化に伴う平均大気循
環場の変化が重要であることも示された。
審査の結果の要旨
　この論文は，ENSO／モンスーン結合系の変動において，これまで不明確であったENSOとモンスーン強度の変
動の相互関係を，モンスーンの年々変動傾向が季節の中で前期と中後期で分かれているという事実の発見と，こ
の特徴的な年々変動偏差の機構には，季節進行過程における西部熱帯太平洋での大気・海洋系の偏差の持綻性と
遷移性が重要な役割を果たしていることを詳細なデータ解析により解明した，オリジナリテイの高い論文であり，
学位論文としての内容を十分に有すると評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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